
















The Way of Teaching Traditional Language Culture in Elementary School :
Aiming at a Lesson That Enhances Interest in Classics and Senses the 
Goodness of Language Culture
Masanobu Akagi
　In this paper, interest in children's classics is enhanced by incorporating activities that 
translate classics into contemporary languages and compare the views and feelings of 
their own with those of older people. Translation of classics to modern language that is 
considered difficult for elementary school students is possible by showing the meaning 
of words difficult for children to understand. By doing so, children can enjoy classics 
in modern languages by referring to the meaning of words. Activities to compare the 
views and feelings of old people and their own are mainly focused on finding connections 
between their own ideas and those of old people. Children's interest in classics has 
increased by finding similarities of thoughts and ways of living with people in the 
classical world where lifestyles were completely different. Although the classics class of 
elementary school focuses on reading aloud, it turned out that classics class centered on 
activities which compare classics with modern languages and compare viewpoints and 
feelings of their own with those of former people, are satisfyng. From these activities, 
children will increase their interest in classics. If we can make children love classics, it 
will lead to noticing the goodness of classical language culture.
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　○ 26 人　△ 8 人 → ○ 28 人　△ 5 人
・古典の情報を聞く
　○ 28 人　△ 6 人 → ○ 29 人　△ 4 人
・現代語訳をする
　○ 29 人　△ 5 人 → ○ 29 人　△ 4 人
・昔の言葉の意味や使い方を考える
　○ 30 人　△ 4 人 → ○ 26 人　△ 7 人
・昔の人の考えや暮らしなどを知る
　○ 31 人　△ 3 人 → ○ 29 人　△ 4 人
・今と昔を比べる

































・とても楽しみ 25 人 → 28 人
とてもおもしろかった
・少し楽しみ　  ７人 → ５人
少しおもしろかった
・少しいやだ　  １人 → ０人
少しいやだった



















・「竹取物語」  8 人 →  9 人
・「平家物語」 17 人 → 17 人
・「徒然草」  4 人 →  4 人




















































・とても好きだ 16 人 → 20 人
・少し好きだ 14 人 → 11 人
・少し嫌いだ  3 人 → 2 人
・とても嫌いだ  1 人 → 0 人
　事前と事後で大きな差は出ていない。そ
の中では、「とても（または）少し好きだ」
と応えていた子どもが 88％から 94％に伸
びている。また、「とても嫌い」がいなく
なり、「（少し）嫌い」と応えた子どもが、
12％から 6％に減っていることは評価した
い。やる前に食べず嫌い状態だった子ども
に「やればできる（できそう）」「嫌ではな
かった」と感じさせることができたのであ
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（２）今後の課題
　現代語訳をしたり昔の人と自分のものの
見方や感じ方を比べたりする活動が、即古
典に親しんで言語文化のよさを感じ取るこ
とにつながっているかというと、今回の実
践だけでははっきりとしない部分が残る。
古典を身近なものにして、親しむ態度を育
てることに貢献したことは確かだが、言語
文化のよさを感じ取らせることができてい
るかは不明である。それぞれの話が何百年
も経った今でも読み継がれている理由を尋
ねることで、言語文化としての古典を意識
させようと試みたが、やや強引で、子ども
が言語文化のよさとして感じ取ったとは言
い切れないからである。
　今後、音読という学習活動を中心にした
単元、授業の成果と、今回のような現代語
訳をしたり昔の人と自分のものの見方や感
じ方を比べたりする活動を中心とする授業
の成果を比較したいと考えている。そのた
めには、同じ学校、学年の別のクラスでそ
れぞれの単元、授業を実践していけば、そ
れぞれの学習活動のよさや不十分さ、難易
度等を検証できるのではないだろうか。古
典を言語文化のよさとしてとらえさせてい
くには、どういった活動を組み合わせてい
くのが効果的なのかについて更に考えてい
きたい。
７　おわりに
　本研究では、学習指導要領が求めている
「古典への興味関心を高めて古典に親しみ、
言語文化のよさを感じ取る子どもの育成」
について、一定の成果を挙げることができ
た。限りある授業時数の中で「興味関心を
高めて古典に親しむ」授業を行うには、子
ども自身が現代語訳をしたり、昔の人と自
分のものの見方や感じ方を比べたりする活
動を取り入れることが有効であることも確
認できた。少なくとも、繰り返し音読をさ
代語に直していくことができた。その取り
組み方は興味をもって積極的なものだっ
た。結果として現代語訳ができるかどうか
よりも、こうした過程を通って考えていく
ことがおもしろいのではないだろうか。現
代語訳をしていく中で、考えるべき問題が
生まれてくる（「あやしゅうこそ」の意味
を探ればいいという問題意識がつくられ
た）こともあり、有効な学習活動だと考え
られる。
　昔の人と自分のものの見方や感じ方を比
べたりする活動は、昔の人と自分たちの考
えのつながりを見つけていくことが中心と
なる。生活の様式が全く違うであろう古典
の世界の人と現在を生きる自分たちの考え
や考え方の似たところを見つけていくこと
で、古典と子どもの距離をぐんと近づける
ことになる。ただ、「比べよう」と伝えた
らすぐに比べられるものではない。何と何
を、どう比べていくのかという絞り込みを
教師がしておく必要があることはもちろん
のことだ。実際の授業で言うと、比べられ
るようにする問いかけが中心発問（「する
ことがなくて暇なのはいいことではない
か？」）であり、それに沿って考えを出し
合い深めていく時を授業の山場とすること
ができることが分かった。
　音読という学習活動を中心にした単元、
授業づくりが一般的な中、今回のように現
代語訳をしたり昔の人と自分のものの見方
や感じ方を比べたりする活動を中心とする
授業が成立することが分かった。これらの
活動は、子どもが「古典の学習＝音読⇒暗
唱」と思い込みがちなところに学習活動の
幅をもたらすことができるものと考えられ
る。子どもが古典の学習にやりがいをもっ
て取り組み、古典に親しみ、古典を好きに
なる可能性があることを示すことができた
のは何よりの成果である。
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せて、きちんとした目的意識のないままに
暗唱させていくだけの授業からの脱却に向
けて、一つの方策を示すことはできた。昔
の人と自分の考えや考え方を比べるという
学習活動に磨きがかかるように、様々な方
策を想定して研究を深めていきたい。
　本単元、授業の計画・実践に際し、終始
協力をいただいた本学附属小学校５年生担
任の東山貴子教諭と、事前事後のアンケー
トに快く協力してくれた５年Ｂ組の子ども
たちに深甚なる謝意を表したい。
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